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細胞の構造生物学－１ 

                   名大創薬科学研究科・名大CeSPI 藤吉好則 

                                      http://www.cespi.nagoya-u.ac.jp 

授業の目的 

ヒトを分子レベルから理解することができると、本当に「分かった」と思えるので楽しいし、創薬などの

応用的な観点からも興味深い。このような学問分野を言い表すために、「構造生理学」という言

葉を使っている。分子レベルからヒトを理解するためにも細胞について基礎的な知識を学ばなけれ

ばならない。そして、細胞を分子レベルから理解しようとすると「細胞の分子生物学」を学ばなけれ

ばならない。 

それゆえ、いわゆるセントラルドグマ（central dogma）を構造生物学的に見直すことによって、構造

生物学の“神髄”を理解することを目指す 

 

DNA  ⇒  RNA  ⇒  タンパク質 ⇒ 活性調節 

 

 

授業の内容 

セントラルドグマ関わる生体高分子を中心に最新の構造生物学的知見を解説する 

 

 

転写 
複製 

翻訳 翻訳後修飾 

細胞の模式図 
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タンパク質（ペプチド） 

  

 

 

 

 

出来る限り、２０種類のアミノ酸の名前と構造を書けるように練習してください 

 

 

 

 

 
 

J Kyte and RF Doolittle, J. Bol. Biol. 157, 105 (1982). 

 

 

 

Christian B Anfinsen（1972年にノーベル化学賞）の実験 

アミノ酸やペプチドの図 

アミノ酸の構造式 

アミノ酸のHydropathy scale 

タンパク質の折り畳みに関わる弱い結合の図 
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タンパク質構造の次数 

1次構造、2次構造、3次構造、4次構造 

Peptide結合の特徴＝2重結合性 

これにより2面角が定義できる 

2面角の定義 

タンパク質構造の2次構造 

-helixと-sheet

Ramachandran Plot 

脂質膜の比誘電率 

helixが作る静電場
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helixが作る静電場で 

水分子が配向 

Helical wheel 

Helix間の相互作用 

Helical bundle 

EF hand 

X線結晶学とNMR 結晶学の例 

ラウエ関数 
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電子線結晶学 
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結晶学データ（の表）の見方の代表例 

 


